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をもとに　その日の林野火災の発生を予測す

ることを考える。

予測モデルの概念を，以下に湿度と気温だ

けを用いた簡単な例により説明する。午前９

時の湿度と６時から９時までの気温上昇を次

のようなカテゴリに分けて各カテゴリにウェ

イトを与える。

〈気象要素〉　〈カテゴリ〉　〈ウェイト〉

当地域で林野火災が発生した口（G1 ）と発生

しない日(G2) の２つのカテゴリに分ける。

以上により，過去のデー タは表４のように整

理される。そこで表４のデータを川いて，１

日のウェ イトの合計値（Ｒ）で林野火災の発生

状況（実績）がうまく説明できるように各カ

テゴリのウェ イトを決めてやれば予測モデル

が完成することになる。このようなウェ イト

を決定するための統計手法はすでに確立され

ており数量化II類と呼ばれる｡以上の考え方に基

づく林野火災発生予測の概念を図１に示す。

４．実際の林野火災発生予測モデル

前節の考え方に基づき，気温，湿度， 風速

等８種類の気象要素を用いて，瀬戸内海周辺

地域の春期（３～５月）に適用するための予

測モデルを決定した。結果を表５に示す。こ

こで，林野火災の発生状況は，次の４つの力また，１日の林野火災の発生状況に関して，

・９時の湿度　①60％未満

②60
％以上
70％未満

③70％以上

・6時から9時　①３℃未満

の気温上昇　②３℃以上
５℃未満

③5 °Ｃ以上

表４　予測モデルを決定するためのデータ形式

図１　林野火災発生予測モデルの概念



昭和47年から58年の３月から５月，計1104

日のデータをらとにウェ イトを決定した。

気象要素の仇は地域内21か所の気象官署の

観測価の平均を用いた。

降水状況は，ウェイトを決める段階では降

水地点の比率（21か所の気象官署のうちの

降水を記録した地点の比率）を用いた。

尖効湿度は木材の含水量を表わすものであ

り，次式で計算した。

ここでは，r ＝0.5，jj＝10H とし ている。

実効湿度の式で。湿度の代わりに降水量を

用いて計算した（r ＝0.7）。

表６　林野火災発生状況によるウェイト

合計の平均値
表7　lOha 以上の林野火災の発生地点の危険
度分布（瀬戸内海周辺地域，３～５月）

テ ゴ リ に 分 け て い る 。

① 林 野 火 災 が 発 生 し な か っ た 日 （G1 ）

②lha 未 満 の 林 野 火 災 が 発 生 し た 日 （G2 ）

③1ha 以 上lOha 未 満 の 林 野 火 災 が 発 生 し

た 日 （G3 ）

④lOha 以 上 の 林 野 火 災 が 発 生 し た 日 （ Ｇに

れ ら の カ テ ゴ リ 別 に ウ ェ イ ト の 合 計 賍 （Ｒ ）

の 平 均 を 示 し た の が 表 ６ で あ る
。 こ

れ か ら
，

大 規 模 な 林 野 火 災 が 発 生 し た 日 に な る 程 Ｒ の

値 が 大 き く な っ て い る こ と が わ か り ， こ の 値

を危険度と呼ぶことにする。

５．消防本部における林野火災の発生予測

消防本部で観測した気象データを用いて表

５から危険度を算定し，管内の大規模林野火

災の発生危険性を予測することを考える。そ

のために同地域，同期間（昭和47 年～58年，

３月～５月）に発生したlOha 以上の林野火災

(170件）について， 発生当日の最寄の気象官

署のデータから危険度を算定し，その分布を
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図２　気象観測地点別のR ≧0.7,R ≧0.8,R ≧0.9となる日の出現比率
(瀬戸内海周辺地域，３～５月)

調べると表７のようになった。

これから, lOha 以上の林野火災の発生状況

は，

・Ｒ≧0.7 となる地点の付近で

136件／170 件(80.0 ％)

・Ｒ≧0.8 となる地点の付近で

127件/170 件(74.7%)

・Ｒ≧0.9 となる地点の付近で

114件/170 件(67.1%)

となっていることがわかる。

次に，当地域内21 か所の気象官署で，Ｒ≧

0.7, Ｒ≧0.8 及びＲ≧0.9 となる日がどの程度

の比率で出現するかを見たのが図２である｡これ

によると,出現比率は地点によりかなり異なり，

気象条件からみて,大規模ｵ木野火災が発生しやす

い地皀とそうでない地占,が把握できる。

各気象官署の出現日数の平均をとると，

・Ｒ≧0.7 と な る 日

314 日/1104 日(28.4%)

・Ｒ≧0.8 と な る 日

266 日／1104 日(24.1%)

・Ｒ≧0.9ｙ な ふ 日

224日/1104 日（20.3％ ）

となる。

したがって，瀬戸内海周辺地域の春期にお

いて，例えば危険度Ｒの基準を0.8 とした場

合，過去の大規模林 野火 災の うち約75 ％が

Ｒ≧0.8 の地点で発生しており，消防本部では

その位置によっても異なるが,平均して４日に１

日の割合で警戒を行うということになる。

６．おわりに

以上に述べたように，大規模林野火災の発

生予測に関して，比較的簡単な方法により実

用に耐えられる程度の精度が得られた と思

う。ここでは，瀬戸内海周辺地域について述

べたが，他の地域の結果については，消防庁

「大規模林野火災発生予知システム開発調査

報告書」に示してあるので参照されたい。

（注１）１日の最高気温と最低気温の差

（注２）気象庁「普通気候観測・時日別累年

値」による。
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